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動詞の共起傾舟に基づく様態露目認の分類試案
宮城 信
1 .はじめに
いわゆる語の副詞lの分類は山田孝雄1908によれば、陳述高IJ詞・程度副詞・情態別詞
に分けられヘそれぞれのレベノレで、の職能を有しているとされる。本稿では、情態別誌
の下位類である綴態副詞に注目し、使用実態に即した体系化を試みる。
基本的に副詞とそれが構成する修飾関係は連動的である。修飾関係の穣!fu'iと出現傾向
(詰Jliuについては、仁田義雄1983・2002、矢津真人2000などによって、およそ次のよ
うに示されている。
( 1 )頻度修飾成分、過程修飾成分、:様態修費鯨草分、結果修飾成分一被修飾部
( 1 )の修飾関係の認定では、仁1331983が結果修飾と結果副詞 cr赤く jドF.らにjなど)
を取り 1:1:¥L:3、その後矢襟2000や仁Ifl2002が頻度修飾と頻度副詞(l1l寺々 JIいつもjなど)
や過程修部jiの一部と時間関係の副詞 CIだんだんJI次第にjなど)を取り出した40 この
ように分析は進められたが、一部の自立つカテゴリをなすものを除けば、情態別詞の内
部はいまだ1愛l味模糊とした未整理の状態にある。特に主要な副詞i!(:を取引:1¥した残りで
ある様態副詞には強くその傾向がみられる。
そこで本稿では、様態副詞に着目し、使用実態からその内実を考察していく。様態{I多
鮒iはどのような条件で成立するものであろうか。仁田1983は結果副認が状態変化を合
意する動詞と共起することを指摘しているら。とすれば、様態副詞は動認のどのような
性質と修部!i関係を構成するのかということも重要な問題となろう(これを[様態性動詞J
などと呼ぶのは言葉のすり替えに過ぎなしウ。これまで諸先行研究によって、様態別詞
に所属する語の記述は進められてきたが、共起の制i浪や傾向については、ほぽ等問視さ
れてきたと言ってよし、。
そのような現状に対して、本稿では、様態副詞に押し込められてきた様々な詔一品詞
のゴミ箱とも言われる副詞のさらにゴミ箱である様態副詞の内実ーを、コーパス調査と
統計的分析によって幾分かでも明らかにすることを試みる。具体的な手法は以下の通
り。
1. BCCWJを資料として、いわゆる様態副詞に分類された詑の使用実態(出現数の
偏り)を調査する。
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2. I可資料の用例の形態素解析を利用して、様態副認がどのような動詞と共起する傾
向にあるのかを調査する。
3.統計的手法によって、様態副詞のグループ化を行い、先行研究の意味的分類と比
較しながら、その妥当性を検証する。
2. 先行研究の分類
機態副詞とその周辺に着目して体系化を目指した代表的な先行研究を概観していく。
いくつかの先行研究で、後態副詞の位置づけが示されているにただし、様態副詞の内
部にまで踏み込んだ分類は来Ir川忠1979や仁田2002を除けばほとんどないと言える。両
者とも副詞の意味カテゴリに依る分類である点で共通し、まず大きく「典型的な動きの
あり方を表すものj と「話者の評価に関わるものjに二分する。後者は、動詞の性質に
かかわらず共起で、き、事態全体に対する話者の評価を表す語/であるので、考察の対象
から外れる。よって本稿では、前者の典型に近い動きのあり方を表す様態副詞8を中心
に先行研究の分類を参考にして考察していく。以下に、当該の部認を中心に先行研究の
分類をまとめた。
2-1 新J1忠1979の副詞分類
新}111979は、前詞を意味別に分類した初期の研究である。意味カテゴリによる分類
であるため、例えば、「つよく jが Ic力のつよさj と Ieはげしさjに二重に分類さ
れている((2 )の斜体部を参照のこと)。同じ詰でも表す対象が異なれば、違う語とし
て扱うという状況重視の分類姿勢が見られる。その結果、体系化はあまり意識されず¥
各カテゴリが並列的に配置される90 以下、(2 )で概略を示す。
( 2 )規定的なむすび、っき
人、いきもの、物に共通する動きや変化の特徴づけ
a はやさ:のろのろ、ゆっくり、すばやく、足ばゃに
b ゆれはば(振幅):おおさ仁志いさぐ、かすかに
c 力のつよさ:かぶぐ、かたく、ヲJ:ぐ
d 声・声の質:おおさ仁志いさぐ、するどく、けたたまししかすかに
e はげしさ:はげしく、いせいよく、しずかに、 J込ぷぐ、ヲよぐ
f 軌跡:まっすぐに、一直線に、うねうねと
g 面のむき:うつむきがちに、あおむけに、さかさまになって、うしろむきに
2-2 仁田義雄1983，2002の副読分類
仁田の分類は、 1983で概!I塔が示され、 2002によってその詳細な記述がなされた。本
稿では、後者に即して仁田の分類を概観する。この分類の特徴は、意味カテゴリによっ
て、階層的な分類を示している点である。ただし、すべての語が煩に関連づけられるわ
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けではなく、まず典型的な動き様態の副詞として「動きの勢い・強さJi動きの早さj
「動きの質・様jの三つを立項し10、関連する語を周辺例と位置づけるという手法を取っ
ている 110 以下、(3 )で概略を示す。なお、本稿で考察するカテゴリ、および様態、副
詞には下線を押すした。
( 3) <動き様態の副詞〉
動きの勢い・強さを表すもの
. <動きの勢い・強さ〉を純粋に表すもの:激しく、強く/軽く、軽やかに、柔らか
く、弱く
・明i噺性・密着性に関わるもの:はっきり、しっかり、くっきり、きっぱり、ちゃ
んと
〈質・様〉への言及を含みながらの〈勢い・強さ〉
-程度量につながるもの:大きし小さし深く、浅く、遠く、近く
-動きのエネノレギー量としての主体・対象の数量性:たくさん、たっぷり、ぱらぱら
動きのエネノレギーの総量としての回数性:ぐるぐる、 くどくど、まじまじ、どんどん
動きの早さを表すもの
動きの早さをより純粋に表すもの
-経過の早さ:ゆっくり、早く(速く)
-取り掛かりの早さ:早く(速く)、急いで、素早く、急に
. <質・量〉への言及を含みながらの〈早さ):じろっと、ちらつと、ぐっと
・動きの早さとしての所要時間:すたすた、するする、てきぱき、せかせかと
動きの質・様を表すもの
-発生・付随する音:はふはふ、げらげら、かんかん、ひゅっと
・軌跡・方向性に関わるもの:真っ藍ぐ、左右に、斜めに
-生じたあり様一結果副詞へのつながり 12 白く、あかあかと
-勢い・強さなどへの含みを持つ様々な動きの質・様:ぎらぎら、キラキラ、こそこそ
( 3 )の分類では、「ぐるぐるJiちらつとJiすたすたJなど多くのオノマトペ(擬態語)
型副詞の存在が呂を引く、これらの副詞は、ほぼ定型のフレーズとして使用されるた
め、共起する動認のどのような性質と副詞が関係を結ぶのかを見いだすことは難しいと
考えられる 13。よってオノマトペ型副詞を一時留保しておくことにする。本研究全体の
整理の手法としては、先に制約の少ない典型的な語を分析して枠組みを画定し、その後
これら特殊な認を配置するという方法によって全体像を描いていくつもりである。
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3.様態国誌の諸相
3-1 共起の制限
1.で述べたように、様態副詞と共起できるのは様態性動詞であるとするのでは意味
を成さなし、。では様態副詞はどのような性質を有する動詞と共起するのであろうか。{二
[:J]2002が「動きそのものの展開過程の局面に内属する諸側面を取り出したものJ(仁田
2002 : 79) とするように、典型的には何らかの動きを有する動詞の当該の側面を修部り
すると考えられる。しかしながら、これらの機態副詞との共起から、動詞の持つ動きの
側面を規定することは難しい。その多様性は、次の(4)からも明らかである。
(4) a. 花子が{ゆっくり/急いで/ちゃんと}手を振った。
b.次郎は、夜明けまで{ゆっくり/*急いで/ちゃんと}待った 140
c. Il'r: Iヨはドゆっくり/*急いで、/ちゃんと}スコップが庭にあった。
一一一一一 一一一一一 一一一一一一一 結保制約 状態変化動向
(d.飾り物を{ゆっくり/急いで/ちゃんと/大きく}作った。)
諸先行研究が指摘するように、[動きのある側面を修飾するJと大づかみにすることは
できても、動きの側面をいくつ想定すればよいのかという問題が残される。本稿では、
使用実態の傾向から様態前認のカテゴリを画定していく手法をとる。すなわち、動詞の
意味ありきではなく、様態副認と関係のパターンの数量的分析に基づく、修~ílì関係の類
型化が本研究の目標となる。
ちなみに、これらの様態副詞は、(4) cf.のようにいわゆる状態変化動詞(結果を含
む)とも問題なく共起することができる。したがって、先にも述べたが様態性動詞のよ
うなものを想定することは意味をなさない。実際にどのような動詞と共起する傾向があ
るのかを調査し、それに基づきどのような動きの側面と関係を結んでいるのかという観
点が有効であろう。
3-2 体系化に関わる問題点
様態副詞の体系化を試みると、必ずいくつのカテゴリを立項すればよいのかという
問題に行き当たる。広義の様態副誌には、[濡れタオノレをぐるぐる回すj という時の
「ぐるぐるJのように回す速度を表すのか、あるいは回すi隔を表すのかが判然としない
もの 15や、「もそもそ起き上がったJのようにそもそも表す意味が漠然としたものなど
が混在している(特にオノマトペ型副詞に多い)。結局、現在の様態副認はその他のカ
テゴリ化できそうな語群を取り出した残浮であり、副詞のゴミ箱のようなカテゴリで
あることはいなめない。
3-3 本稿で提案する分類手法
先行研究の副詞の分類法が、自立つカテゴリの取り出しの積み重ねによって進められ
てきた経緯を考えれば、結果的に残された語群がゴミ箱的な性質を帯びることは避けら
-18ー
れなし、。そこで本稿では、先行研究とは異なる分類のアプローチを採用する。すなわち
動詞と副詞の共起という修飾の本質的な職能や使用実態、に注自して、多くの実例データ
から統計的にグループ分けを行い、まとまりごとに包括的な意味を与えていくという手
法である。この手法が、最終的に残り物の寄せ集め的なまとまりを作らない、バランス
のとれた分類手法であると考えられる。
4.調査
4-1 諦査の方法・呂的
(調査方法)
( 3 )の分類の誌のリストを参考に
して、典型的な様態副詞と思われる
ものについて実例の出現数をBCCWJ
CI現代日本語書き言葉均衡コーパ
スJ)を用いた検索エンジン「中納言J
によって、全テキストで調査し、[表
1 ]の結果を得た。さらに、カテゴリ
毎に出現数の多いものから、(5 )の
10詰([表日のの語)を代表例と
して抽出した。「程度性Jでは「大き
くJI深く Jなどが突出しているが、
様態か結果のいずれを表す副詞なの
か判定が難しい(実際に(状態)変化
動詞との共起例が多い)ので、ある程
度の語数もあり、様態修飾が期待さ
れる{遠くにJを採用した 16。また軌
跡・方向性に分類される「左右にjに
ついては、特定の詑との結びつきへ
の偏りが認められたので17、次点の
{真っ直ぐにJを採用した。
( 5 )強く、軽く、弱く/はっきり、
しっかり/遠くに/ゆっく
り、早く/真っ藍ぐに/ス
ムーズに
[表1]様態副詞の実例出現数
山一一一考 j奨学畿記 .~ 
1479 
5670 
753 
1015 
419 
G 
2872 
125 
76 
113 
G 
549 
??
? ー ?
( 5 )の認に関して、検索エンジン「中納言」によって、次のような調査を行った(資
料については、末尾の[調査資料]を参照のこと)。
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( 6 )調査対象:全て(全テキスト)
検索条件:キー:(5)の語、後方共起 1 品詞一大分類一動詞
(読査の毘的)
本調査は、次の点を明らかにすることにある。
( 7 )使用頻度が高い様態副認がどのような動詞と共起しやすいのかを明らかにする。
さらに、得られた結果に基づき統計的手法(クラスタ分析)によって副詞のグループ
化を行い、先行研究(主に仁田2002)で示された意味的カテゴリによる副詞分類と対
比して分類の妥当性を検証する (5-4を参照のこと)。
4-2 調査結果
それぞれの副詞がどのような動詞と共起しやすいのかを調査し、次のような基準で分
類した180 (8)の下線の動詞が典型的な状態変化動詞、それに対して、波線部が典型
的な動作動詞(非変化動詞)である。
( 8 )主体移動(方向性を持つ主体の移動):行く、出る、落ちる、渡る、越すなど
客体移動(方向性を持つ客体の移動):出す、落とす、渡す、置くなど
主体動作:転がる、@る、揺れる、笑う、泣くなど
客体動作:l!iえがす、回す、 I~IJ く、蹴る、さわる、こするなど
有生存在:いる、留まる、待つなど
無生存在:ある、残る、あまるなど
主体変化:変わる、[13がる、割れる、溶ける、起こる、尽きるなど
客体変化:燃やす、壊す、変える、切る、 1ì~ すなど
心理・知覚:見る、開く、喜ぶ、怒るなど
BCCWJを資料として、各副認と共起する動認の実例をランダムに500例抽出した後、
それらの副詞が(8)のどのような動詞と共起しているかを調査して、次の[表2]の
ような結果を得た。
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〔表2J様態副詞毎の動誌の共起数
主体移動
客体移動
主体{本動作 106 
客動作 12 
無生存在 8 
有生存在 。
主体変化 8 
容体変化 279 
心選・知覚
5080  
5.統計的分析。考察
5-1 結果の概要と分析手法
[表2]の結果から、様態副詞と共起する動詞の種類にはかなりの偏りがあることが
分かる。
(本稿の分析手法)
先行研究の分類は、収集した部認群から、まとまりを成しそうな意味カテゴリを取り
出すという手法で、行われている 190 これに対して、本稿では、出現数が上位の代表誌に
ついて実態調査を行い、それを基に類似性に基づくクソレープを抽出し、それに却したカ
テゴリ分けを行おうとする試みである。
5-2 カテゴリ別に共起する動詞を見る
1.でも指摘した通り結果副誌が状態変化動認との共起に制販されるのに対して(註
5を参照のこと)、[表 2]からも分かるように、様態副詞の共起の実態に関しては、
特定の動詞に制限されるというようなことはない(併せて 3-1も参照のこと)。ただ
し、「有生存在(生物が動作主体の存在動詞)Jに関しては、共起例がほとんど見られ
なかったへ一方で、副認によっては、対になる動認で主体型に偏るか客体型に偏るかの
違いが見られる場合がある。また、{強く JiはっきりJi真っ直ぐにjなどのように動
作型と変化型で主体型・客体型の偏りの逆転があるものもある。
5-3 クラスタ分析による様態部詞の分類①一全動詞例から見る
以ヒの結果を踏まえて、本稿ではクラスタ分析21を用いて、様態副詞語棄の分悲{を試
みる。[表2]を資料としてクラスタ分析を行い、以下の[図 1]のような結果を得た。
なお、分析に探して、平方ユークリッド距離で距離を算出し、 ward法を用いて分析を
行っ7こ。
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5'itく
事呈く
糞っ葱く!こ
|立つぎり
しっ力、リ
5く
ゆヮくリ
E手く
スムースに
速く|こ
距離
樹形図
[図 1]様態富Ud号分類のデンド口グラム①
( 9) [クラスタ分析①]
第一クラスタ:強く、軽く、真っ直
ぐに、はっきり、しっかり、弱く
第二クラスタ:ゆっくり、早く、ス
ムーズに
第三クラスタ:遠くに
[[~Il ]の結果から、様態副詞は大きく三つのクラスタに分かれることが分かる。(3 ) 
の仁!lの分類に対応させて言うと、第一クラスタには、勢い・強さに関わるものとWJltJf
性や軌跡に関わるものの一部が、第二クラスタには動きの早さと動きの質・様に関わる
ものが含まれる。そして、第三クラスタが程度性に関わるものである。
以上のことから、様態副詞は、まず強さから動きのあり方に言及した「強度言及型J
と展開の様から言及した「展開言及型Jに大きく二分される。「遠くにJが独立して存
在する点はひとまず保留しておく。ここで、(2 )や(3 )の先行研究の分類と対照し
てみると、カテゴリ!日jの関係に違いが見られ、検証が必要であることが分かる。先行研
究の副詞分類は雑多なものから手探りで自立っかたまりを切り出すという作業の繰り返
しによって進められてきたので、最終的に独立したカテゴリとして「勢い・強さjや「早
さjを取り出せる客観的な保証はない。それに対して、本稿の立場は統計的手法で分類
した後、カテゴリの意味に解釈を加えるという手法を採用しており、直感にも反さない
分類となっている。また、一般的には「強く Jの対になる詑が「弱く jであるとされる
が、こと様態高IJ詞の使用実態、においては「軽く Jの方が関連性が高いという結果が得ら
れたことも興味深い。
5-4 クラスタ分析による様態磁調の分類②ー非変化動詞例から見る
本節では、より典型的なデータに絞り込んだ分析を行うことによって、を[[~ 1 ]の
分類の精度を高めていくことを試みる。以下、動きのあり方に重点を置くと考えられる
典型的な動詞(変化型と存在型を除外したもの)に限定して、調査を行う。調査対象は
以下の通り。
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(10)調査対象:主体移動、客体移動、主体動作、客体動作、心理@知覚([表 2]を
参照のこと)
(10)に対して同様にクラスタ分析を行い、次の[図 2]のような結果を得た。
~e 商 (11) [クラスタ分析②]
第一クラスタ:強く、軽く、弱く、
しっかり号室く
車呈く
5く 第二クラスタ:はっきり、真っ直ぐ
に、速くに
しっ力、リ
1:;1ヮぎり
真っ直ぐに
i室くlこ
ゆっくり
???「??????????
?
?
???? ? ?? ?
尽く
スムーズに
ヨ 4
樹形図
〔図2J様態副読分類のデンドログラム②
[1~12 ]の結果から、[図 1]と向様に、三つのクラスタに分かれることが分かる。た
だし、その内実は異なり、第一クラスタには、勢い・強さに関わるものと[しっかり j
が、第三クラスタには動きの早さと動きの質・様に関わるものが、そして、第二クラス
タにはそれiジ外の動きのあり方に関わるものが位置づけられた。
以上のことから、様態副詞は、強さから動きのあり方に言及した、第一クラスタと展
開の様から言及した、第三クラスタと動きの様から言及した、第二クラスタに三分類さ
れる。この結果は、一見(2 )や(3 )の先行研究の分類に準ずるものように思われる
が、詳細に見ていくと、強さ・動きの様(形)・展開の様という大分類に再編されたも
のであることが分かる。その対応関係を整理すると次の[鴎3]のようになる。
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仁田2002 本稿
[図3J様態副詞分類の対応関係
[ I玄13Jで示した仁田2002と本稿の提案の呉i司を概説する。まず、基本的な三分類の
枠組みは継承する。ただし一部所属詑の移動があり、結果的に意味カテゴリの再編が安
求される。まず、第一のカテゴリとして動きの強さは継承し、「強度言及型Jとする。
次に第二のカテゴリとして、所属諾の性質を鑑み、代表性のある動きの軌跡やその明i様
性(動きの形)を表した「動線言及型jとする。 i司様に第三カテゴリは、やや1屈を持た
せて早さだけではなく、過程進行の撲をも含めて「展開言及型jとする。
6.おわりに
おわりに本稿で提案する修正カテゴリ案に関して、若干の説明を加える。 [1翠2Jの
動線言及型は、一見雑多なものの集合体のように見えるが、まとまり度は比較的高いと
考えられる([図2Jでは早い段階(左側)で結び、つく方が類似性が高いことを表して
いる)。よって、表現される側揺は類似していると考え、「動線Jを表す副詞群と捉えた。
このカテゴリは、(3 )の分類より限定的で明確な規定であるへ
最後に全体的なことを付-け加えれば、註10で提出された様態副認のより根本的な意
味は何かという!習いに対しては、[図1J、[図2Jから、もっとも大きなまとまりをな
す、「動きの強さJに関わるものが中心的な位置を占めると言うことになる。また、子
高IHなことになるが、本稿の立場からすれば、(3 )仁田2002の分類の[明i断性・密着性
に関わるものj という意味カテゴリに属する語は、動きの強度と動線に再配置・解消さ
れる必要があることになる(そもそも明l断性と密着性に共通性を見いだすのも難しいの
ではないかと忠われる)。
今後は[図 3Jの分類を基本として、さらに様態副詞のデータを増やしながら、微調
整を行う。その後、留保しているオノマトペ型副認の位置づけを行い(次稿に譲る)、
広く動き様態の副認を体系化できる枠組みを構築していく。
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[誤査資料]
中納言ー.コーパス検索アプリケーション KOTONOHA I現代日本語flfき言葉均衡コーパスJ(https:i/ 
chunagon.ninjal.抗.jp/search)
以下に中納言にJTいられている形態素解析ツーノレの品詞分鎖をあげておく。
名詞、代名詞、形状iFlJ ~:1" 連体詞、副詞、接続認、感動認、動詞、形容詞、助動詞、助潟、接並立辞、拡2
1五詳、記J)g_、補助記号、~;: I~l (以上、 16分類)
なお、今日|はBCCWJの全コー パスをJ1]¥.、た。総語数{立、 104，911，464詑である。
[註]
1. オζ布jの[，j1J詞とはli¥1J;jiJ(j'9官多uili)主う士としてはたらくものをiRす。また、その11¥I~I はIi IJ わない。
L. UII壬11908の[接税制約J[感応/JilJjl引[賊!A{，¥IJ訟J I程度It¥IJ詞Jr↑百態副部Jという五分知による。 般ー
に1，¥IJ，i1Jとされるものは後三者で、日nの副詞jと1乎ばれる。 I'IEIは、情態副討を[この制約は主とし
て事物の属性観念をあらわせるものなり。 J(1'11111908: 523) としている。また、[この↑古態MIJ;誌は意
義によりて区分すれば頗多織のものとなるべし。J(同・ 526)のような指摘も見える。なおう[)日部分
の[1漢字:は適1改めた。
3jiJ札;
創料制1るな:分析lは立行われていない。
4. 体系的ではないが用例を列挙し、{i¥リ詞;Hf主主の外延の記述を試みた主山[1979は、 j出U;i可分類の大'lliを示し
た初期の研究として注 [~l される。
5. I結栄の副詞を取る他動詞は、主体の働き掛けが対象の状態を変化させる、といった意味的あり方を
取るもの、~自動詞では、主体の状態変化といった意味的あり方を取るもの~J (仁田1983: 134、下
総は論者)
6. 1，占悶・田窪1992では、「模f患のli¥IJ詞JI程度の副詞JI最の副詞JIテンス・アスペクトのi;¥U;jf{J などに
八分担され、按態日IJ詞 CI様態のíi\IJi河 J) はその -j :!をなす。また、矢禅2000では、情態 i~1j詞を「存主主
相修飾成分JI様態相修飾)iX;分JI情態相修査結成分jに三分類し、典型的な機態則前 CI動質の持飾成
分J)は付近態村|修旅li成分jの下位に分類される。
7. 仁11]2002では、わざと、喜んで、故意に、うっかり、嫌々、おそるおそるなどが挙げられている。
8. 仁1も「狭義の意味での機態別詞といえば、動き妓態の副詞である。J(仁i王12002: 80) と指摘してい
る0
9. 新)I[1979の分額では、他の様態別詞と考えられる他のカテゴリとして、[とくに人の動作の特徴づけj
「現象・知党のi児i僚さJI:t'i=評1ili的な特徴づけJI動きゃ変化の進行のようす、存在ーのようすJなど
が挙げられる。
10 怠i床カテゴリだけからは、動きの勢いと強さのどちらが本質的なものなのかという問題を解決するこ
とは難しい。仁13も[動詞の表す動きにとって、〈動きの勢い・強さ〉と〈動きのlfl.さ〉のどちらが、
より般本的で根底的な側面であるかは、にわかには決めかねるが、 ~J としている(仁1112002 : 85)。
本稿では、 6. で一応の立場を示している。
11.仁|王12002の分類では、この地にじたHiI!i的な捉え方をした動き接1患の副詞J I主体状態の mlj~"JJ r'節的な
存在の様態副詞jという六つのカテゴリが並慢される。評価性を含むii¥IJTiljは前二者。
12 I釦磁が自くお1くJI炎が赤く燃えるjのような例。確かに状態変化の結果生じたものではないが、
はたして機態I，¥J討の下位類この訪を位置づけてよいかは十分な検討を:盟する。ちなみに矢禅2000では、
これらの訟を[状況相修tli成分j分として、明確に械態修i1i1ilfとは区別している。
13. 例え J工、[ぐるぐる jは 11mる・ 1l.1すj、|ちらつとjは「えるj、「すたすたjは r:!t'く jと専ら共起
する。!百j掠の指摘が't~\' ，J~Ú 1 983にも見られる。 ~:.llf栄的に共起しやすい動詞のグループから共通する性質
を ~tlHすことは ~i( しし '0
14. 共起制限を分かりやすく示すため、副i河を ílí~ )iIJ に並べているが、当然様i.\g的な frLìö' に表れないことに
よる行認tl:の低ドがある。汐IJえば、 (4)bの[ちゃんとjの{列では 1.:v;U[1は、ちゃんと夜明けまで待う
た。Jという日出版のプj が、 ~~iJ!:nは ~~Ij くなる。
15 ハンドノレは「くるくる(小さく )J[mし、 t;揺れタオノレは!ぐるぐる(大きく)J 1"1す、 と ~UJ'~するのが
'，t~通の表現であることから、これらの誌の述いには I(振り)制j の述いもニュアンスとして合まれ
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ていると考えられる。
16 仁EIも「高々とJなどの類似するilJ詞の例を[まずもって移動幅・空間中高を表す様T岳部詞と理解されるj
(仁1:32002: 65) とするように、「速くにjは、他の程度牲の副認に比べて、結果よりも慌態修飾への
接近が見られると考えられる。[表2]で「速くにjが動作動詞と少なからず共起していることも傍
証となる。なお、「近くにJ(漢字表記)については、何故か検索結果がエラーになりm例数が不明。
17. 実例調査では、 i左右にjは[振るjと共起する例が、全体の53.4%であった。
18. (8) の分類は、動作‘→存在、変化←→ ~Iõ変化、主体e →客体など動詞分fJQ によく)羽し、られる基準
によって立項されている。動詞分類に関しては、国立国語研究所2004r分類語業表一階補改訂版i、
大日本図書妹式会社やLevin，Beth， and MallωRappaport Hovav 1993官ng/ishVerbs Classes and 
A/ternations." The Universi[y of Chicago Press.なども参考し、有効で、あると判断される動詞の型を立
与iした。
19. 例えば、「動きの勢い・強さを表す動き様態、の副詞で\類をなしそうなものとして、!珂IltJf~j::・街活性
に関わるものを取り上げる。J(仁田2002: 91) という記述からも、基本的に分類が取り出しの積み主
ねであることが伺える。
20. r ゆっくり j の 2 例は次のようなものであった。 r~ まあ、ゆっくりいていいよ。 ぼくはゼごんぜんかま
わないから 1(Yahoo!ブログ)、「夜になるまでゆっくり待って、 i設f麦の帝高めにスペースマウンテンで
これで -);t~FPをとれているハニーハント ~J (y乱hoo!ブログ)
また、[ちゃんとjと共起で、きる (4) c fあるjは、単語としては存在勤詞であるが、文脈から「あ
るj→「ないjの展開を予測させ、その過税の側面を修fi(!jしていると考えられる。
21.クラスタ分析は、データをある方針のもとでi司織の特性を有するいくつかのかたまり(クラスタ)に
まとめる分析手法である。データを外的基準なしに分mできることに特徴がある。
2. f動きの 1;1 ・様は、動き様態の~l!J認のごみ箱的存在ですらある。そういった存在に対して、〈動きの
l~t .様〉とは、動きの展開に伴って動きに生じる視覚・聴覚を中心にした形態・操子的なありようで
あると、とりあえず規定しておく。 J (仁田2002: 113) とあるように、このカテゴリは残り物の寄せ
集めJさがぬぐえない。
2:3.いわゆる「形容動詞jの語幹相当である。
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